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告書表記上の注意点 

○報告書中の構成比は百分率（％）で表示。基数となるべき実数（サンプル数）はｎとし、

ｎを 100％として算出した。 

○報告書中の図表および文中に表示している百分率は小数第二位を四捨五入している。四捨

五入の関係で、構成比の合計が 100％にならない場合がある。 

○回答が「複数回答」の場合、構成比の合計が 100％を超える場合がある。 

○報告書中の図表がどのアンケート結果から得られたかを図表タイトルの右横に以下の略称

で示す。各アンケートの実施方法、サンプル数等の詳細は「第 1章 ３．調査の概要」（p.

５～６）を参照すること。 

『全庁』  ：「多摩・島しょ地域の自治体等へのアンケート」の「全庁的な取組」に

関するアンケート結果 

『各部署』 ：「多摩・島しょ地域の自治体等へのアンケート」の「各部署の取組」に

関するアンケート結果 

『具体例』 ：「多摩・島しょ地域の自治体等へのアンケート」の「各部署の取組」に

関するアンケートから得られた、各部署が発信している情報の具体例 

『事前調査』：「多摩・島しょ地域の住民へのアンケート」における事前調査の結果 

『本調査』 ：「多摩・島しょ地域の住民へのアンケート」における本調査の結果 

○報告書中で掲載している基準等は、調査期間内で得た情報をもとにまとめている。 

○図表中の「‐」は、件数が 0件の場合に表記。「0.0％」は件数が 1件以上ある場合に表記

している。



 

 

 

 

 

 

 




